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語る
　

総
選
挙
を
１
週
間
後
に
控

え
た
昨
年
12
月
８
日
の
理
事

会
で
、
私
は
「
日
本
を
『
戦

争
を
す
る
国
』
に
変
え
る
か

ど
う
か
を
決
め
る
大
事
な
選

挙
に
な
る
。
戦
争
は
二
度
と

し
て
は
い
け
な
い
。
71
年
前

　

メ
ー
ン
企
画
は
、
原
子
力

ム
ラ
の
な
か
で
44
年
に
わ
た

っ
て
反
原
発
を
貫
い
て
き
た

「
不
屈
の
研
究
者
」・
小
出

裕
章
さ
ん
（
京
都
大
学
原
子

炉
実
験
所
助
教
）
に
よ
る
講

演
「
原
発
と
憲
法
９
条
」。

原
発
の
危
険
性
や
全
廃
炉
の

可
能
性
、
原
発
と
核
兵
器
、

憲
法
９
条
と
の
関
係
性
な
ど

に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
う
。

　

ま
た
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
で
故
郷
を
失
っ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
歌
手
の
ナ
タ

ー
シ
ャ
・
グ
ジ
ー
さ
ん
が
、

伝
統
弦
楽
器
の
バ
ン
ド
ゥ
ー

ラ
演
奏
と
歌
を
披
露
す
る
。

　

参
加
は
無
料
。
同
会
は
、

歯
科
医
師
・
ス
タ
ッ
フ
・
家

族
ら
多
数
の
参
加
を
訴
え
て

い
る
。

　

国
会
で
は
、
自
民
党
や
日

本
維
新
の
会
が
改
憲
の
手
続

き
を
定
め
た
憲
法
96
条
の
改

定
に
言
及
し
、
憲
法
改
定
の

発
議
要
件
の
緩
和
を
求
め
て

い
る
。
外
交
問
題
を
逆
手
に

取
り
、
96
条
を
突
破
口
に
９

条
の
改
定
を
進
め
る
狙
い
が

鮮
明
に
な
っ
て
い
る
。
原
発

問
題
で
は
、
政
府
も
電
力
会

社
も
「
新
安
全
基
準
を
確
立

す
れ
ば
問
題
な
し
」
と
の
立

場
で
再
稼
働
・
新
規
建
設
の

方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。
国

民
の
願
い
に
反
す
る
政
治
が

強
行
さ
れ
る
な
か
で
、
改
め

て
憲
法
の
意
義
と
役
割
、
原

発
の
本
質
的
問
題
に
つ
い
て

問
い
直
す
。

日
時
・
３
月
31
日
（
日
）
午

後
１
時
30
分
～
５
時
／
会
場

・
エ
ル
お
お
さ
か
（
京
阪
・

地
下
鉄
谷
町
線
「
天
満
橋
」

駅
徒
歩
４
分
）
／
定
員
・
８

０
０
人
／
会
費
・
無
料
／
申

込
・
協
会
事
務
局
ま
で

戦
争
を
し
て
い
た
。
特
に
戦

争
に
思
い
を
巡
ら
す
こ
と
な

く
幼
少
期
を
過
ご
し
た
が
、

中
学
４
年
（
現
在
の
高
校
１

年
）
に
な
っ
て
ラ
ジ
オ
で
大

本
営
発
表
が
あ
っ
た
。
初
め

て
戦
争
を
意
識
し
た
瞬
間
を

今
も
覚
え
て
い
る
。

　

学
生
に
は
徴
兵
猶
予
が
あ

せ
ら
れ
、
ど
れ
だ
け
の
日
本

の
頭
脳
が
失
わ
れ
た
こ
と

か
。
本
当
に
バ
カ
な
こ
と
を

し
た
。

軍
に
入
隊

　

同
年
12
月
に
入
隊
し
て
博

多
に
集
合
し
、
香
港
の
高
射

砲
部
隊
に
入
る
こ
と
に
な
っ

向
か
う
は
ず
だ
っ
た
。
し
か

し
、
黄
浦
江
か
ら
東
シ
ナ
海

に
向
か
う
船
が
何
度
も
爆
撃

に
遭
い
、
待
機
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
。
博
多
か
ら
の

移
動
、
そ
し
て
船
で
の
爆
撃

で
、
知
っ
て
い
る
だ
け
で
も

た
く
さ
ん
の
命
が
失
わ
れ

た
。

は
、
蘇
州
に
近
い
常
熟
で
陣

地
作
業
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
う
ち
に
終
戦
を
迎

え
た
。
だ
か
ら
私
は
、
銃
で

撃
ち
合
う
よ
う
な
体
験
は
し

て
い
な
い
。
戦
地
に
も
行
か

ず
に
済
み
、
命
拾
い
し
た
。

　

常
熟
で
は
、
戦
争
と
は
別

世
界
の
よ
う
だ
っ
た
。
住
民

の
今
日
は
、
日
本
が
真
珠
湾

攻
撃
し
、
第
二
次
世
界
大
戦

に
向
か
っ
て
い
っ
た
日
だ
。

戦
争
を
経
験
し
た
人
間
が
わ

ず
か
に
な
る
な
か
で
、
改
め

て
私
は
戦
争
の
無
意
味
さ
を

主
張
し
た
い
。
そ
し
て
、
来

る
選
挙
で
は
戦
争
を
さ
せ
な

い
国
会
議
員
を

選
ぶ
よ
う
呼
び

か
け
た
い
」
と

発
言
し
た
。

　

私
が
生
ま
れ

た
時
、
日
本
は

っ
た
が
、
戦
況
が
進
む
に
つ

れ
、
文
系
に
続
い
て
理
系
も

猶
予
廃
止
に
な
っ
た
。
私
は

大
阪
で
徴
兵
検
査
を
受
け
さ

せ
ら
れ
、
１
９
４
４
年
９
月

に
軍
に
行
く
こ
と
が
決
ま
っ

た
。
当
時
の
首
相
は
東
条
英

機
。
多
く
の
学
生
が
動
員
さ

た
。
高
射
砲
部
隊
は
空
か
ら

の
攻
撃
に
応
戦
す
る
部
隊
で

あ
る
。
博
多
か
ら
船
で
釜
山

に
入
り
、鴨
緑
江（
中
国
東
北

部
と
北
朝
鮮
の
国
境
の
川
）

を
渡
り
、南
京
に
向
か
っ
た
。

　

予
定
で
は
、
南
京
か
ら
上

海
に
南
下
し
、
船
で
香
港
に

命
拾
い

　

戦
争
で
は
、
敵
国
と
さ
れ

る
人
々
と
の
戦
い
で
命
を
落

と
す
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以

上
に
移
動
中
の
食
糧
不
足
や

伝
染
病
な
ど
で
失
わ
れ
る
命

が
な
ん
と
多
い
こ
と
か
。
私

と
は
仲
が
良
か
っ
た
。
私
た

ち
を
物
珍
し
く
見
て
い
た
土

地
の
娘
さ
ん
ら
か
ら
招
待
を

受
け
、
夕
食
を
ご
ち
そ
う
に

な
っ
た
。
紹
興
酒
は
そ
の
時

に
覚
え
、
今
も
愛
飲
し
て
い

る
。

　

終
戦
後
、「
お
前
は
次
男

だ
ろ
う
。
戦
争
残
務
整
理
を

し
て
く
れ
」
と
言
わ
れ
、
中

国
に
残
り
、
46
年
７
月
に
や

っ
と
帰
阪
し
た
。
博
多
か
ら

汽
車
で
大
阪
に
向
か
う
途

中
、
広
島
を
通
っ
た
。
何
も

な
か
っ
た
。
原
子
爆
弾
の
被

害
で
あ
る
こ
と
を
家
に
帰
っ

て
知
っ
た
。

参
院
選
で

　

戦
争
の
悪
い
と
こ
ろ
は
、

戦
争
を
し
た
く
な
か
っ
た
人

や
、
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い

人
ま
で
巻
き
込
ん
で
、
何
十

万
人
も
の
人
々
を
悲
惨
な
目

に
遭
わ
せ
る
こ
と
だ
。
机
の

上
で
高
級
将
校
が
作
戦
を
練

る
。
海
か
ら
は
行
け
な
い
と

な
る
と
、「
陸
路
で
行
け
」

と
簡
単
に
命
令
を
出
す
。
一

目
で
非
合
理
的
な
道
の
り
、

作
戦
だ
と
思
う
が
、
戦
争
状

態
で
は
命
令
に
従
う
し
か
な

い
。
こ
う
い
う
移
動
中
に
部

隊
の
８
割
が
死
ん
で
い
っ

た
。

　

総
選
挙
で
は
、
脱
原
発
を

願
う
国
民
の
声
も
、
戦
争
を

し
た
く
な
い
思
い
も
反
映
さ

れ
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
夏

に
迎
え
る
参
議
院
選
挙
で

は
、
戦
争
で
き
る
国
に
し
た

が
る
国
会
議
員
を
３
分
の
２

以
上
に
さ
せ
な
い
た
め
に
、

大
切
な
投
票
権
を
使
う
よ
う

若
い
人
た
ち
に
も
う
一
度
呼

び
か
け
た
い
と
思
う
。

　

憲
法
改
定
や
社
会
保
障
「
改
革
」、
原
発
再
稼
働
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
な
ど
、
多
数
の
国
民
の
声
に
反
す
る
方
向
に
政

治
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
激
動
の
な
か
で
日
本
は
ど
こ
へ
向

か
う
べ
き
な
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
会
員
に
思
い
を

語
っ
て
も
ら
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
随
時
掲
載
）

　

憲
法
９
条
を
守
ろ
う
と
医
師
・
歯
科
医
師
ら
で
結
成
し

た
「
お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会
」
の
発
足
７
周
年

を
記
念
し
て
、「
原
発
と
憲
法
９
条
を
考
え
る
市
民
公
開

講
演
会
」
を
エ
ル
お
お
さ
か（
大
阪
市
中
央
区
）で
３
月
31

日
に
開
く
。
同
会
で
は
、
政
府
が
憲
法
改
定
や
原
発
再
稼

働
へ
傾
倒
す
る
な
か
で
、
改
め
て
９
条
の
意
義
や
脱
原
発

を
考
え
た
い
と
し
て
、多
く
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。戦

争
を
知
ら
な
い
世
代
へ

古
田
光
行
（
監
事
・
城
東
区
）

市
民
公
開
講
座

原発と憲法テーマに開く
発足７周年記念し、31日に

今
号
に
同
封
の
案
内
チ
ラ
シ

講師・出演者の略歴

小出裕章さん（京都大学原子炉実験所助教）

ナターシャ・グジーさん（バンドゥーラ奏者）

講演「原発と憲法９条」

演奏「バンドゥーラの響きと歌声」

　1949年、東京生まれ。東北大学工学部原子核工学科在学中に宮城
県・女川での反原発闘争に触れ、原発をやめさせる研究を続けるこ
とを決意。74年に同大学大学院博士課程を修了し、同年から現職。
専門は放射線計測、原子力施設の工学的安全性の分析。愛媛県伊方
原発訴訟の住民側証人を務めるなど、一貫して反原発を訴え続け、
「不屈の研究者」として知られる。著書に『原発のウソ』『隠され
る力・核の真実』など。

　ウクライナ生まれ。６歳の時、チェルノブイリ原発事故が起こ
り、原発からわずか3.5㌔のところで被曝。避難生活で各地を転々
とした後、キエフに移住し、音楽学校で民族楽器「バンドゥーラ」を
学ぶ。1996年に民族音楽団の一員として初来日し、2000年から日本
で本格的な音楽活動を開始。美しい歌声と弦音楽の可憐な響きで多
くの人を魅了している。CDブック『ふるさと』など作品多数。

︿休業保障ご加入の先生へ﹀

●必ず第三者の医師の診療を受けて下さい
　受診以後の休業が給付の対象です（免責５日間）
●休業中は完全にお仕事をお休み下さい
　短時間の診療や管理者としての執務も業務とみ
なされます

●復業前には必ず主治医の診療を受けて下さい
※保障内容や給付要件、請求方法など詳細は共済
部までお問い合わせ下さい
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休んだらすぐ、保険医協会
共済部までご連絡ください
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